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継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
議
会

の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
前
協
議
会
に
お

い
て
住
民
代
表
と
議
会
代
表
の
小

委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
立
ち
上
げ
話

し
合
う
こ
と
と
さ
れ
、
今
協
議
会

で
は
そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
住
民
代
表
の
小
委
員
会
か
ら

は
、「
合
併
時
に
定
数
で
設
置
選

挙
」「
在
任
特
例
適
用
」「
定
数
特

例
適
用
」
の
三
つ
に
意
見
が
分
か

れ
、
定
数
特
例
に
賛
成
意
見
が
集

中
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
ほ

か
、
地
域
自
治
組
織
が
ど
の
程
度

の
働
き
を
す
る
か
が
、
議
会
の
あ

り
方
に
も
影
響
す
る
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
代
表
の
小
委
員
会

で
は
、
原
案
ど
お
り
在
任
特
例
を

支
持
す
る
意
見
が
大
半
を
占
め
た

こ
と
を
報
告
。
そ
の
理
由
と
し
て

「
住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
た
協

議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
を
支
持

す
る
多
様
な
意
見
が
出
た
た
め
、

次
回
協
議
会
ま
で
に
各
市
町
の
住

民
代
表
委
員
と
議
会
代
表
委
員
そ

れ
ぞ
れ
一
人
、
合
わ
せ
て
十
六
人

に
よ
る
委
員
会
を
開
催
し
、
意
見

を
集
約
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。同

じ
く
継
続
協
議
と
な
っ
て
い

た
社
会
教
育
事
業
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
前
協
議
会
で
提
出
さ
れ

た
修
正
案
の
と
お
り
、
成
人
式
を

新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
こ
と
で

確
認
。
新
成
人
ら
の
意
見
を
広
く

聞
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
会
の
冒
頭
に
新
市

名
称
の
名
付
け
親
大
賞
等
の
抽
選

が
行
わ
れ
、「
由
利
本
荘
市
」
を

応
募
し
た
二
百
三
十
九
人
の
中
か

ら
名
付
け
親
大
賞
一
人
、
名
付
け

親
賞
十
五
人
、
全
応
募
者
の
中
か

ら
ふ
る
さ
と
賞
三
十
人
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
名
付
け
親
大
賞
の
記
念

品
贈
呈
は
第
十
五
回
合
併
協
議
会

で
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
確
認
さ
れ
た
主
な
事

項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
図
書
館
は
、
現
行
の
と
お
り
新

市
に
引
き
継
ぎ
、
新
市
で
必
要
な

調
整
を
図
る
▼
各
種
教
室
・
講
座

等
は
、住
民
の
要
望
等
を
考
慮
し
、

現
行
を
基
本
と
し
て
新
市
で
必
要

な
調
整
を
図
る
▼
使
用
料
は
、
原

則
と
し
て
現
行
の
と
お
り
▼
手
数

料
は
、
住
民
負
担
に
配
慮
し
、
負

担
の
公
平
の
原
則
に
よ
り
合
併
時

に
統
一
▼
各
市
町
同
一
又
は
同
種

の
補
助
金
・
交
付
金
等
は
、
関
係

団
体
等
の
理
解
と
協
力
を
得
て
統

一
の
方
向
で
調
整
す
る
▼
各
市
町

独
自
の
補
助
金
・
交
付
金
等
は
、

制
度
の
経
緯
や
地
域
事
情
、
従
来

か
ら
の
実
績
を
踏
ま
え
て
調
整
す

る
▼
敬
老
会
は
、
現
行
を
基
本
と

し
、
新
市
で
調
整
を
図
る
▼
長
寿

祝
金
に
つ
い
て
は
、
対
象
年
齢
及

び
金
額
を
統
一
す
る
▼
米
生
産
調

整
対
策
は
、
国
の
制
度
で
あ
る
水

田
農
業
経
営
確
立
対
策
の
見
直
し

を
踏
ま
え
て
新
市
で
調
整
を
図
る

▼
病
害
虫
防
除
事
業
は
、
新
市
で

防
除
協
議
会
を
組
織
し
調
整
を
図

る
。
新
協
議
会
が
組
織
さ
れ
る
ま

で
は
現
行
の
と
お
り
▼
中
山
間
地

域
直
接
支
払
事
業
は
、
現
行
の
と

お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
▼
畜
産
共

進
会
は
、
合
併
時
に
Ｊ
Ａ
管
内
で

の
開
催
と
な
る
よ
う
調
整
す
る
。

東
由
利
町
は
平
成
十
七
年
度
の
地

区
共
進
会
開
催
後
、
Ｊ
Ａ
管
内
の

共
進
会
参
加
と
な
る
よ
う
調
整
す

る
。
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名
付
け
親
大
賞
▽
富
樫
誠
（
本

荘
市
）
名
付
け
親
賞
▽
伊
藤
由

利
子
（
大
内
町
）、
本
間
正
樹

（
本
荘
市
）、
小
石
勇
（
大
内
町
）、

打
矢
好
子
（
本
荘
市
）、
菊
地
顕

次
（
本
荘
市
）、
渡
部
セ
イ
子

（
本
荘
市
）、
田
中
義
則
（
本
荘

市
）、
小
松
俊
一
（
東
由
利
町
）、

佐
藤
貴
洋
（
本
荘
市
）、
中
津
川

辰
夫
（
本
荘
市
）、
小
松
チ
ヨ

（
本
荘
市
）、
小
川
カ
ネ
ミ
（
本

荘
市
）、
田
口
秀
彦
（
岩
城
町
）、

鈴
木
翔
子
（
本
荘
市
）、
工
藤
芳

典
（
大
内
町
）
ふ
る
さ
と
賞
▽

佐
々
木
鋭
一
（
大
内
町
）、
斎
藤

裕
司
（
本
荘
市
）、
大
井
清
（
本

荘
市
）、
斎
藤
千
鶴
（
西
目
町
）、

工
藤
健
一
（
本
荘
市
）、
滝
沢
妙

（
岩
城
町
）、
小
松
良
吉
（
本
荘

市
）、
尾
留
川
美
智
子
（
本
荘
市
）、

正
木
希
実
（
本
荘
市
）、
正
木
辰

雄
（
本
荘
市
）、
工
藤
一
二
（
本

荘
市
）、
三
浦
修
四
郎
（
本
荘
市
）、

高
橋
真
由
（
本
荘
市
）、
長
谷
部

悟
（
大
内
町
）、
小
松
光
弘
（
本

荘
市
）、
佐
藤
友
也
（
本
荘
市
）、

佐
々
木
兼
（
大
内
町
）、
渡
部
聖

一
（
本
荘
市
）、
猪
股
円
（
本
荘

市
）、
梶
原
利
紀
子
（
本
荘
市
）、

菊
地
悦
子
（
本
荘
市
）、
松
山
ヨ

シ
ノ
（
岩
城
町
）、
小
松
提
（
本

荘
市
）、
本
間
祐
衣
子
（
本
荘
市
）、

皆
川
優
太
（
本
荘
市
）、
打
矢

奈
々
子
（
本
荘
市
）、
伏
山
武
徳

（
本
荘
市
）、
佐
々
木
セ
イ
（
西

目
町
）、
小
野
賢
治
（
東
由
利
町
）、

小
野
善
久
（
東
由
利
町
）

名
付
け
親
大
賞
等
の
抽
選
結
果

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

第
十
四
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
が
二
月
二
十
六
日
、

本
荘
市
の
「
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ
、
議
会

の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
住
民
代
表
委
員
と

議
会
代
表
委
員
の
十
六
人
に
よ
る
委
員
会
で
話
し
合
い
を
進
め
る
こ

と
と
し
、
ま
た
、
社
会
教
育
事
業
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
成
人
式
を

新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
と
い
う
修
正
案
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

16
人
委
員
会
で
意
見
集
約

第
14
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会

議
会
議
員

定
数
・
任
期



「
第
七
回
明
日
の
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
」
が
二
月
二
十
三
日
、
有

鄰
館
で
開
か
れ
、
議
会
の
議
員
の

定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
や
字
の

名
称
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
阿
部
幸
悦
町
長
が

「
各
市
町
村
の
施
策
に
は
濃
淡
が

あ
り
、
難
し
い
議
論
に
入
っ
て
き

て
い
る
。
多
く
の
議
論
を
経
て
進

む
も
の
で
あ
り
、
こ
の
会
の
役
割

は
大
き
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
合
併
協
議
会
の
確
認
事
項
や

案
件
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

席
上
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い

る
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期

に
つ
い
て
は
、
▽
住
民
の
不
安
を

招
か
ぬ
よ
う
、
新
市
長
が
誕
生
し

政
策
の
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
る

ま
で
議
員
が
役
割
を
務
め
る
在
任

特
例
が
良
い
▽
議
員
が
三
十
人
に

な
っ
た
と
き
、
地
区
か
ら
選
出
さ

れ
る
議
員
が
い
る
か
い
な
い
か
心

配
。
四
年
間
は
確
実
に
議
員
選
出

で
き
る
小
選
挙
区
制
を
導
入
す
る

こ
と
を
前
提
に
し
た
定
数
特
例
適

用
が
最
良
で
は
な
い
か
―
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
後
の
字
の
名
称
を

ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
新
市

名
が
「
由
利
本
荘
市
」
で
確
認
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
▽
「
東
由
利
」

は
付
け
ず
、
簡
素
な
方
が
よ
い
▽

話
や
心
の
中
で
「
東
由
利
」
は
残

っ
て
い
く
。
あ
え
て
住
所
に
付
け

な
く
て
も
良
い
の
で
は
▽
大
字
名

を
言
っ
て
も
町
外
の
人
に
は
分
か

ら
な
い
。「
東
由
利
」
は
失
い
た

く
な
い
▽
合
併
す
る
の
に
各
市
町

で
旧
町
名
を
付
け
た
り
付
け
な
か

っ
た
り
す
る
の
は
お
か
し
い
―
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
意
見
、
提
言
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
指
定
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
配
慮
し
て
決
め
て
ほ
し
い
▽
先

送
り
の
課
題
が
多
い
。
出
来
る
限

り
早
く
統
一
、
調
整
し
て
ほ
し
い

▽
一
自
治
体
に
一
つ
と
な
る
団
体

の
調
整
が
必
要
。
合
併
前
に
議
論

の
場
を
持
て
る
よ
う
町
で
も
考
え

て
ほ
し
い
。
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字の名称に意見・提言�

▲活発な意見交換が行われた懇談会

二
月
は
逃
げ
る
月
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
早
く
過
ぎ
ま
す
。
し
か
し
、
振
り

返
っ
て
み
る
と
や
は
り
十
分
な
時
間

で
あ
り
ま
し
た
。

二
日
、
由
利
地
域
振
興
局
の
石
山

局
長
が
表
彰
状
を
持
っ
て
見
え
ら
れ

ま
し
た
。
平
成
十
五
年
の
飲
酒
運
転

追
放
運
動
で
、
本
町
が
全
県
第
七
位

の
成
績
と
い
う
こ
と
で
す
。
改
め
て

係
か
ら
数
字
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
何
人
か
は
警
察
に
検
挙
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
で
も
七
位
で
表
彰
さ

れ
る
の
か
と
複
雑
な
気
持
ち
で
し

た
。

九
日
は
初
セ
リ
が
あ
り
ま
し
た
。

初
セ
リ
の
一
番
は
舘
合
新
田
の
高
橋

定
敏
さ
ん
の
子
牛
。「
緊
張
す
る
な
、

責
任
感
じ
る
な
」
と
言
っ
て
い
た
彼

も
、
六
十
万
円
を
超
え
る
高
値
で
落

札
さ
れ
、
新
年
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
ニ
コ
ニ
コ

顔
で
あ
り
ま
し
た
。

十
日
、
臨
時
議
会
で
除
雪
費
が
心

細
い
と
補
正
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

議
員
の
方
々
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
は
、

あ
ま
り
降
ら
ね
ど
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
雪
は
計
算
を
超
え
る
か
ら
と

言
っ
て
お
願
い
し
た
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
は
あ
ま
り
降
ら
ず
、

今
年
は
運
動
不
足
の
冬
だ
っ
た
と
い

う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
こ
う

い
う
計
算
違
い
は
歓
迎
で
す
。

十
三
日
、
百
二
歳
の
誕
生
日
に
は

二
日
ほ
ど
早
か
っ
た
の
で
す
が
、
高

橋
タ
ケ
ヨ
さ
ん
に
お
祝
い
に
行
き
ま

し
た
。
タ
ケ
ヨ
さ
ん
は
天
寿
の
お
神

酒
を
口
に
し
て
「
あ
ー
、
う
め
ー
な
」

と
大
き
な
声
で
言
わ
れ
、
本
当
に
お

元
気
で
し
た
。

十
四
日
と
十
五
日
は
、「
雪
も
の

が
た
り
」
が
あ
り
ま
し
た
。
祭
り
の

後
半
は
雨
が
降
り
残
念
で
し
た
が
、

花
火
な
ど
が
多
く
の
祭
り
客
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

十
五
日
、
藤
丸
東
風
先
生
の
秋
田

県
文
化
功
労
賞
受
賞
祝
賀
会
が
秋
田

市
で
あ
り
ま
し
た
。
三
人
の
現
職
国

会
議
員
も
出
席
さ
れ
、
藤
丸
先
生
の

交
友
の
広
さ
に
感
激
し
ま
し
た
。
町

か
ら
は
遠
藤
忠
平
議
長
さ
ん
は
じ
め

各
委
員
長
の
皆
さ
ん
も
出
席
。
祝
賀

会
の
始
め
に
演
奏
さ
れ
た
先
生
の
尺

八
は
と
て
も
力
強
い
も
の
で
し
た
。

十
七
日
、
由
利
郡
の
議
長
会
と
町

長
会
が
合
同
で
国
会
の
先
生
方
や
国

に
対
し
要
望
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
。
き
つ
い
地
方
財
政
に
つ
い
て
も

実
情
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
村
岡
事

務
所
の
ご
配
慮
で
新
し
い
総
理
官
邸

も
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
十
二
日
、
本
町
の
名
物
行
事
と

な
っ
て
い
る
雪
上
野
球
大
会
が
「
東

由
利
を
お
も
し
ろ
く
す
る
会
」
の
主

催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
気
温
が
二

十
度
に
も
な
る
良
い
天
気
で
、
半
袖

で
プ
レ
ー
す
る
選
手
も
い
る
な
ど
楽

し
い
会
で
あ
り
ま
し
た
。

二
十
六
日
、
第
十
四
回
合
併
協
議

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
に
関
す

る
特
例
を
ど
う
す
る
か
の
協
議
が
続

き
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
五
回
目
に
も

な
り
ま
す
。

二
十
九
日
、
野
田
会
館
の
竣
工
祝

賀
会
に
招
か
れ
ま
し
た
。
町
の
助
成

も
あ
り
ま
す
が
、
思
い
切
っ
て
新
築

に
し
た
と
の
こ
と
。
野
田
自
治
会
の

良
い
拠
点
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

別
れ
と
旅
立
ち
の
三
月
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
分
で
は
早
い
春
が
来
そ

う
で
す
。
ま
た
忙
し
く
な
り
ま
す
。



今
年
最
初
の
子
牛
市
場
が
二
月

九
日
、
本
荘
市
の
広
域
由
利
家
畜

市
場
で
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
上
場

さ
れ
た
七
十
八
頭
が
平
均
四
十
五

万
円
の
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
し

た
。購

入
者
は
、
一
頭
一
頭
の
血
統

や
体
型
、
発
育
度
な
ど
を
入
念
に

チ
ェ
ッ
ク
。
上
場
さ
れ
た
三
百
九

十
九
頭
の
う
ち
三
百
八
十
九
頭
の

売
買
が
成
立
し
ま
し
た
。
一
頭
当

た
り
の
平
均
価
格
は
四
十
三
万
二

千
円
で
し
た
。

本
町
か
ら
も

畜
産
農
家
が
手
塩

に
か
け
て
育
て
た
牛
を
上
場
、
七

十
八
頭
す
べ
て
の
売
買
が
成
立
。

一
頭
当
た
り
の
平
均
価
格
は
、
四

十
五
万
一
千
円
で
昨
年
の
初
セ
リ

と
比
較
す
る
と
一
万
七
千
円
（
約

四
�
）
の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
去
勢
と
雌
の
平
均
価
格

は
そ
れ
ぞ
れ
四
十
八
万
四
千
円
、

四
十
万
七
千
円
。
同
じ
く
最
高
価

格
は
そ
れ
ぞ
れ
六
十
五
万
九
千

円
、
六
十
五
万
六
千
円
で
し
た
。

昨
年
の
初
セ
リ
を
上
回
る
高
値

で
の
ス
タ
ー
ト
に
、
畜
産
農
家
の

皆
さ
ん
も
安
堵
の
表
情
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
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平均価格�
　　45万円�

▲高値のスタートを切った2月子牛市場

第
一
回
臨
時
議
会
が
二
月
十
日

に
招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予

算
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

《
一
般
会
計
補
正
予
算
》

五
百
八
十
一
万
五
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
四
十
億
五
千
八

百
四
十
九
万
九
千
円
と
し
た
も

の
。
歳
出
補
正
予
算
の
主
な
内
容

は
、
▼
除
雪
車
の
出
動
日
数
増
加

に
伴
う
冬
季
交
通
対
策
費
の
補
正

二
百
三
十
一
万
五
千
円
▼
国
道
一

〇
七
号
道
路
改
良
に
伴
う
久
保
地

内
の
消
防
車
庫
移
転
補
償
工
事
費

三
百
五
十
万
円
。

第 1 回
臨時議会

除
雪
費
を
補
正

「
女
性
の
た
め
の
さ
わ
や
か

講
座
」
が
二
月
十
七
日
、
有
鄰

館
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
主
婦

や
女
性
団
体
の
会
員
な
ど
約
七

十
人
が
、
講
座
の
テ
ー
マ
「
女

性
と
子
育
て
」
に
つ
い
て
考
え

を
深
め
ま
し
た
。

は
じ
め
に
町
婦
人
団
体
連
絡

協
議
会
の
阿
部
タ
ツ
子
会
長
が

「
学
校
や
社
会
に
出
ら
れ
な
い
子

ど
も
や
大
人
が
増
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
地
域
住
民
や
女
性

の
力
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
」と

あ
い
さ
つ
。

講
座
で
は
、
臨
床
心
理
士
の

橋
本
ま
り
子
氏
が
同
テ
ー
マ
に

つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

橋
本
氏
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
し
て
の
経
験
か
ら

「
親
は
子
ど
も
に
年
齢
以
上
の
成

長
を
期
待
す
る
が
、
子
ど
も
の

発
達
は
成
長
段
階
に
よ
っ
て
違

う
も
の
。
そ
の
時
々
の
子
育
て

を
味
わ
う
べ
き
」
と
豊
か
な
子

育
て
を
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
子
ど
も

や
孫
の
子
育
て
を
し
て
い
る
と

い
う
方
も
多
く
、
熱
心
に
講
演

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

▲「女性と子育て」について
講演する橋本まり子氏

女性のためのさわやか講座

子育てを考える

2
月
子
牛
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
44

34

78

平均体重
304kg

279kg

293kg

平均価格
484,623円
407,709円
451,096円

kg当単価
1,520円
1,390円
1,462円

去　勢
雌

金　額
659,400円
656,250円

父
平茂勝
平茂勝

母の父
紋二郎
北国7の8

母の祖父
糸　光
福谷１



六
十
五
歳
の
世
帯（
二
人
以
上
）

に
必
要
な
老
後
の
生
活
費
は
、
月

額
二
十
三
万
五
千
円
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
国
民
年
金
や
預
貯
金
だ

け
で
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
に
は
、

農
業
者
年
金
を
お
勧
め
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
は
、
六
十
歳
未
満

の
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
で

あ
っ
て
、
年
間
六
十
日
間
以
上
農

業
に
従
事
す
る
方
（
農
地
を
持
た

な
い
農
業
者
や
家
族
従
事
者
も
含

む
）
で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き

ま
す
。農

業
者
年
金
の
特
徴

①
　
積
立
方
式
で
長
期
的
に
安
定

し
た
年
金
制
度
で
す

将
来
の
年
金
給
付
に
必
要
な

原
資
を
自
ら
積
み
立
て
る
の

で
、
加
入
者
や
受
給
者
数
に
左

右
さ
れ
に
く
い
長
期
的
に
安
定

し
た
制
度
で
す
。

②
　
意
欲
の
あ
る
担
い
手
に
は
政

策
支
援
が
あ
り
ま
す

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
農

業
者
等
の
意
欲
あ
る
担
い
手
に

は
、
保
険
料
の
一
部
を
助
成
す

る
政
策
支
援
が
あ
り
ま
す
。

③
　
80
歳
ま
で
の
老
齢
年
金
が
保

証
さ
れ
ま
す

農
業
者
年
金
は
終
身
年
金
で

す
が
、
万
一
、
加
入
者
や
受
給

者
が
死
亡
し
て
も
八
十
歳
ま
で

に
受
給
す
る
老
齢
年
金
は
、
死

亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
の
方
が

受
け
取
れ
ま
す
。

④
　
老
後
設
計
、
経
営
状
況
に
合

わ
せ
て
保
険
料
が
自
由
に
選
択

で
き
ま
す

保
険
料
は
二
万
円
が
基
本
で

す
が
、
政
策
支
援
を
受
け
な
い

期
間
は
、
最
高
六
万
七
千
円
ま

で
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

⑤
　
税
制
の
優
遇
措
置
を
利
用
し

た
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す

農
業
者
年
金
の
保
険
料
は
、

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
支
払
わ
れ
る
年
金
に

も
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
や
加
入
の
申
込
み

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
（
�

69
―
２
１
９
７
）
ま
た
は
、
Ｊ
Ａ

の
窓
口
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。
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人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
Ⅰ
種
試
験
及
び
Ⅱ
種
試
験
（
い

ず
れ
も
大
学
卒
業
程
度
）
の
募
集

を
行
い
ま
す
。

﹇
Ⅰ
種
試
験
﹈

◇
受
付
期
間
　

４
月
１
日
�
〜
４
月
８
日
�

◇
第
１
次
試
験
　

５
月
２
日
�

﹇
Ⅱ
種
試
験
﹈

◇
受
付
期
間

４
月
14
日
�
〜
４
月
23
日
�

◇
第
１
次
試
験

６
月
20
日
�

郵
送
に
よ
り
申
し
込
む
場
合

は
、
最
終
日
消
印
有
効
。
な
お
、

申
込
み
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格

等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
東
北
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

人
事
院
東
北
事
務
局

第
二
課
試
験
係
（
�
０
２
２
―
２

２
１
―
２
０
０
２
）

国
家
公
務
員
（
Ⅰ
・
Ⅱ
種
）

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ
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県
　
県
の
「
地
域
地
域
の
き
ら
め
き
発
掘
事
業

発
掘
事
業
」
の
支
援
を
受

支
援
を
受
け
て

行
わ
れ
る
「
ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
」
が
、二
月
十
月
十
四

日
、
十
五
日
の
「
雪
も
雪
も
の
が
た
り
２
０
０
４
」
を
皮
切

を
皮
切
り
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
道
　
道
の
駅
特
設
会
場

駅
特
設
会
場
で
行
わ
れ
た
「
雪
も
雪
も
の
が
た
り
２
０
０

４
」
に
は
、二
日
間
で
約
四
千
人
千
人
の
ま
つ
り
客
が
来
場
。

来
場
。
雪
上
雪
上

花
火
や
大
抽
選
会
の
ほ
か
、も
ち
つ
き
体
験
や
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
の
試
乗
な
ど
が
行
わ
れ
、会
場
に
は
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、二
月
二
十
二
日
に
は
「
２
０
０
４
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東

由
利
大
会
」
が
東
由
利
町
野
球
場
で
行
わ
れ
、町
内
外
か
ら

十
八
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
快
晴
の
下
で
展
開
さ
れ
た

熱
戦
の
結
果
、「
大
森
ク
ラ
ブ
」（
大
森
町
）が
三
連
覇
を
達

成
、町
内
小
学
校
か
ら
二
チ
ー
ム
ず
つ
が
出
場
し
た
子
ど
も
の

部
で
は
「
高
瀬
ス
ポ
少
Ａ
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。�

　
ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
は
、今
後
三
月
七
日
に
「
早

春
や
し
お
元
気
ま
つ
り
」
、三
月
十
四
日
に
「
雪
山
八
塩
登

山
」
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
県
の
「
地
域
の
き
ら
め
き
発
掘
事
業
」
の
支
援
を
受
け
て

行
わ
れ
る
「
ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
」
が
、二
月
十
四

日
、
十
五
日
の
「
雪
も
の
が
た
り
２
０
０
４
」
を
皮
切
り
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
道
の
駅
特
設
会
場
で
行
わ
れ
た
「
雪
も
の
が
た
り
２
０
０

４
」
に
は
、二
日
間
で
約
四
千
人
の
ま
つ
り
客
が
来
場
。
雪
上

、

ー

ー

▲凧づくりに挑戦

▲スノーモービルのスリルを体験

�
会
場
に
は
「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」
の
か
け
声
が

�
特
産
コ
ー
ナ
ー
も
大
人
気

▲かまくらで餅あぶり

▲豪華賞品を当てようと抽選会には多くの人だかり

▲あぶりたての餅はおいしいね

▲やしおそばの早食い大会
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ポパイスポーツクラブ（東由利町）�

麿呂（大曲市）�

虎ノ門（秋田市）�

J-clear（本荘市）�

リキマル”S（東由利町）�

秋田県をおもしろくする会（秋田市）�

千刈（本荘市）�

アスレチック（本荘市）�

スーパーマイナーズ（横手市）�

東電化工業（協和町）�

下浜野球倶楽部（秋田市）�

球人（本荘市）�

秋田協同印刷（秋田市）�

大森倶楽部（大森町）�

　
県
の
「
地
域
の
き
ら
め
き
発
掘
事
業
」
の
支
援
を
受
け
て

行
わ
れ
る
「
ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
」
が
、二
月
十
四

日
、
十
五
日
の
「
雪
も
の
が
た
り
２
０
０
４
」
を
皮
切
り
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
道
の
駅
特
設
会
場
で
行
わ
れ
た
「
雪
も
の
が
た
り
２
０
０

４
」
に
は
、二
日
間
で
約
四
千
人
の
ま
つ
り
客
が
来
場
。
雪
上

花
火
花
火
や
大
抽
選
会

大
抽
選
会
の
ほ
か
、も
ち
つ
き
体
験
体
験
や
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
の
試
乗
な

試
乗
な
ど
が
行
わ
れ
、会
場
会
場
に
は
子
ど
も
ど
も
た
ち
の
歓
声
歓
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、二
月
二
十
二
日
に
は
「
２
０
０
４
雪
上
野
球

雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
杯
東

由
利
大
会

由
利
大
会
」
が
東
由
利
町
野
球
場

東
由
利
町
野
球
場
で
行
わ
れ
、町
内
外

町
内
外
か
ら

十
八
チ
ー
ム
が
出
場
出
場
し
ま
し
た
。
快
晴
快
晴
の
下
で
展
開
展
開
さ
れ
た

熱
戦
熱
戦
の
結
果
、

結
果
、「
大
森
大
森
ク
ラ
ブ
」（
大
森
町

大
森
町
）が
三
連
覇
を
達

連
覇
を
達

成
、町
内
小
学
校

町
内
小
学
校
か
ら
二
チ
ー
ム
ず
つ
が
出
場
出
場
し
た
子
ど
も
ど
も
の

部
で
は
「
高
瀬
高
瀬
ス
ポ
少
Ａ
」
が
優
勝
優
勝
し
ま
し
た
。�

　
ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
は
、今
後
今
後
三
月
七
日
に
「
早

春
や
し
お
元
気
元
気
ま
つ
り
」
、三
月
十
月
十
四
日
に
「
雪
山
雪
山
八
塩
登
塩
登

山
」
が
行
わ
れ
ま
す
。�

花
火
や
大
抽
選
会
の
ほ
か
、も
ち
つ
き
体
験
や
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
の
試
乗
な
ど
が
行
わ
れ
、会
場
に
は
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、二
月
二
十
二
日
に
は
「
２
０
０
４
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東

由
利
大
会
」
が
東
由
利
町
野
球
場
で
行
わ
れ
、町
内
外
か
ら

十
八
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
快
晴
の
下
で
展
開
さ
れ
た

熱
戦
の
結
果
、「
大
森
ク
ラ
ブ
」（
大
森
町
）が
三
連
覇
を
達

成
、町
内
小
学
校
か
ら
二
チ
ー
ム
ず
つ
が
出
場
し
た
子
ど
も
の

部
で
は
「
高
瀬
ス
ポ
少
Ａ
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。�

　
ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
は
、今
後
三
月
七
日
に
「
早

春
や
し
お
元
気
ま
つ
り
」
、三
月
十
四
日
に
「
雪
山
八
塩
登

山
」
が
行
わ
れ
ま
す
。�

２
０
０
４
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会
結
果

▲雪上野球の名物、ヘッドスライディング

▲3連覇を果たした大森クラブ（大森町）

▲フランス鴨料理のサービスも大好評

▲ダイビングキャッチ！

▲
�
ベ
ー
ス
際
の
白
熱

し
た
プ
レ
ー



16.3.1 広報ひがしゆり　8

平
成
15
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争

▲表彰状を受け取る阿部幸悦町長

「
平
成
十
五
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
等

競
争
」
で
本
町
が
ベ
ス
ト
７
に
輝
き
、
二
月

二
日
、
阿
部
幸
悦
町
長
に
県
由
利
地
域
振
興

局
の
石
山
修
局
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
競
争
は
、
県
内
六
十
九
市
町
村
が
飲

酒
運
転
検
挙
数
の
少
な
さ
を
競
い
合
う
も
の

で
、
実
施
期
間
は
毎
年
一
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
の
一
年
間
。
本
町
は
、
昨
年
の

三
十
六
位
を
大
幅
に
更
新
す
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

町
関
係
者
は
、「
町
民
の
皆
さ
ん
の
心
掛

け
と
、
駐
在
さ
ん
た
ち
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
熱
心
な
活
動
が
こ
の
結
果
に
つ
な
が
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

八
塩
小
学
校
茶
道
ク
ラ
ブ

▲お茶を振る舞う茶道クラブの児童

克
雪
や
利
雪
、
親
雪
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
団
体
や
個
人
に
贈
ら
れ
る
「
雪
対

策
功
労
特
別
賞
」
が
、「
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東

由
利
大
会
」
で
知
ら
れ
る
「
東
由
利
を
お
も

し
ろ
く
す
る
会
」（
小
野
克
弘
会
長
）
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

同
賞
は
、
東
北
雪
対
策
連
絡
協
議
会
（
青

森
市
長
会
長
）
が
平
成
六
年
か
ら
実
施
、
こ

の
た
び
本
町
及
び
秋
田
県
の
推
薦
を
受
け
受

賞
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。
同
会
は
平
成
三

年
か
ら
雪
上
野
球
大
会
を
開
催
、
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
と
し
て
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

も
全
国
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
東
由
利
を
お
も
し
ろ
く
す
る
会
」

▲雪対策功労特別賞を受賞した「東由利をおも
しろくする会」小野克弘会長

八
塩
小
学
校
茶
道
ク
ラ
ブ
（
東
海
林
千
佳

子
先
生
）
が
二
月
十
七
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
い
ち
ょ
う
館
」
を
訪
れ
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
お
年
寄
り
に
お

茶
の
作
法
を
披
露
、
お
茶
や
和
菓
子
を
振
る

舞
い
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
茶
道
裏
千
家
教
授
・
五

十
嵐
宗
美（
恵
美
子
）さ
ん
の
指
導
を
受
け
て

い
る
同
ク
ラ
ブ
の
児
童
が
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
お

茶
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
行
っ
た
も
の
。

六
人
の
児
童
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

は
、
茶
道
を
通
し
て
和
や
か
に
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

第
27
回
蔵
分
館
冬
ま
つ
り
っ
こ

▲由利高校民謡部の皆さんも餅つきに挑戦

地
域
の
輪
と
親
子
の
触
れ
合
い
を
深
め
よ

う
と
、
蔵
分
館
の
「
第
二
十
七
回
冬
ま
つ
り

っ
こ
」
が
二
月
一
日
、
大
蔵
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
親
子
や
家
族
連
れ
な
ど
約
二
百

人
が
参
加
。
会
場
で
は
、
地
域
住
民
に
よ
る

工
芸
品
や
写
真
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
紙
芝

居
や
餅
つ
き
、
由
利
高
校
民
謡
部
に
よ
る
歌

や
踊
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
ま
つ
り
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
冬
の
ひ
と

と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。



9 広報ひがしゆり　16.3.1

▲阿部町長から長寿祝金を受け取る高橋さん

大
場
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
、
規
則
正
し

い
三
度
の
食
事
と
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
こ

と
。
若
い
こ
ろ
か
ら
お
し
ゃ
れ
が
大
好
き
だ

っ
た
と
い
う
大
場
さ
ん
は
、
百
歳
を
迎
え
た

今
で
も
身
だ
し
な
み
の
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
な

い
そ
う
で
す
。

ま
た
、
二
月
十
五
日
に
百
二
歳
を
迎
え
ら

れ
た
高
橋
タ
ケ
ヨ
さ
ん
は
明
治
三
十
五
年
生

ま
れ
。
誕
生
日
に
先
駆
け
て
、
十
三
日
に
は

高
橋
さ
ん
宅
を
訪
れ
た
阿
部
幸
悦
町
長
か
ら

長
寿
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
「
大
好
き
な

本
を
読
む
こ
と
や
板
の
間
拭
き
を
す
る
こ

と
。
毎
日
三
度
の
食
事
と
適
量
の
晩
酌
を
欠

か
さ
な
い
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

畠　山　楓　乃ちゃん畠　山　楓　乃ちゃん�
　　　（大吹川・　　　（大吹川・11ヵ月）ヵ月）�
お父さん：好　宏さんお父さん：好　宏さん�
お母さん：和　美さんお母さん：和　美さん�
お話し：和美さんお話し：和美さん�

か　　か　　 の�

畠　山　楓　乃ちゃん�
　　　（大吹川・11ヵ月）�
お父さん：好　宏さん�
お母さん：和　美さん�
お話し：和美さん�

か　　 の�

小　野　　　優
ゆう

さん（時雨山・20歳）
―職業は
横手の飲食店で働いています。

―休日の過ごし方は
秋田や横手に買い物に行ったり映画を見に行ったり
します。映画はすごく好きですね。
―自分の性格は
熱しやすく冷めやすい性格です。

―理想のタイプは
落ち着きがあって、大人っぽい人が好きです。あま
り外見にはこだわりません。
―目標、夢は
自分の店を持つことです。

―家族にひとこと
いつも迷惑をかけていますが、これからもよろしく
お願いします。

名前の由来は？
「楓という字には「凛とした」、乃という字には「しなやかな、や
さしい」という意味があります。しっかりしているけれど、「し
なやかさ」や「やさしさ」も併せ持った温かい人に育ってほしい
という想いでつけました」
最近のエピソードは？
「あんよが上手になってきました。お兄ちゃんのいる所にヨチヨ
チ歩いていっては、遊ぶのをじゃましています。」
家族では誰になついていますか？
「お兄ちゃんが一番好きみたいです。次がママかなぁ？」
本人の性格は？
「意外と頑固ですが、のんびり、おっとりしています」
お父さんとお母さんから楓乃ちゃんへひとこと
「今のまま可愛いらしく元気に大きくなってください」

こ
の
た
び
、
久
保
の
大
場
ハ
ツ
エ
さ
ん
が

百
歳
、
小
倉
の
高
橋
タ
ケ
ヨ
さ
ん
が
百
二
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

百
歳
に
な
ら
れ
た
大
場
ハ
ツ
エ
さ
ん
は
明

治
三
十
七
年
生
ま
れ
。
三
月
一
日
の
誕
生
日

に
は
、
お
孫
さ
ん
た
ち
が
見
守
る
な
か
、
阿

部
幸
悦
町
長
か
ら
祝
い
状
と
祝
金
が
、
秋
田

県
知
事
か
ら
の
記
念
品
が
由
利
地
域
振
興
局

の
石
山
修
局
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲ご家族からの花束を手に祝福される大場さん
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★いつでも納められます 社会保険庁では、コ
ンビニエンスストアでも納付できるように窓口
を拡大しました。これにより、金融機関や郵便
局の休業日や出勤前、帰宅途中でも保険料を納
めることができます。
★いつから納められるの？ 平成16年２月以降
に発行された納付書に限られます。
★４月から皆さん利用できます 平成16年度か
ら使用していただく納付書は、今年４月上旬に
皆さんに届く予定ですが、その納付書はコンビ
ニエンスストアで使用できます。それ以前の納
付書はご利用できませんのでご注意ください。

※国民年金保険料が納付できるコンビニ
ローソン、サンクス、デイリーヤマザキ、ヤマ
ザキデイリーストア、サークルＫ、ファミリー
マート、ミニストップ　ほか

問い合わせ　町民福祉課保健係　�69－2117

年金だより

平成16年2月から
国民年金の保険料が
コンビニでも納付できます

快適な老後を過ごすためには、四季折々の景色を楽
しんだり手紙を書いたりするなど、心や体を積極的に
動かすことが大切です。そこで、快老生活を送るため
のポイント「健康長寿のカキクケコ」を紹介します。
「カ」感動。木の芽吹きや夕焼けの美しさなど、心を
震わす瞬間はありますか。
「キ」興味。絶えず新しいことに興味を持ち、どんど
ん新しいことに挑戦！
「ク」工夫。人生は山あり谷あり。でも様々な角度か
ら考えることで、それを乗り越える解決策が見つかる
はず。
「ケ」健康。快食、快眠、快便、快歩で心も体も元気
はつらつ。
「コ」恋心。年齢を気にせずに、おしゃれに関心を持
ち、心をときめかせることは若返りの特効薬です。

～「健康長寿のカキクケコ」～

日常動作を助ける用具を使いたい、また安く利用したいという方に福祉用具貸与（レンタ
ル）の介護サービスがあります。貸し出しされるのは以下の12種類の福祉用具です。

■車いす　　　　　　　　　　　　　　　　■車いす付属品（クッション等）
■特殊寝台（ベッド） ■特殊寝台付属品（サイドレール等）
■じょくそう予防用具（エアーマット等） ■体位変換器
■手すり（取り付け工事をしないもの） ■スロープ（取り付け工事をしないもの）
■歩行器　　　　　　　　　　　　　　　　■歩行補助つえ
■痴呆性老人徘徊感知機器　　　　　　　　■移動用リフト（つり具の部分を除く）
介護認定を受けている利用者の方は実際にかかった費用の１割を負担します。
福祉用具の利用は、そのほかの在宅サービスと組み合わせてケアプラン全体の中で考える必要が
あります。利用を希望される方は必ずケアマネージャーにご相談下さい。

A.

ベッドや車いすをレンタルしたいのですが。Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

―

3,206～3,354

―

―

不需要期であったことと、常連の量産工場が手持ち
在庫が豊富なことから、16～22cmが２口売れただけで
他は全く応札なし。

（
平
成
十
六
年
二
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

近
年
、
石
油
や
石
炭
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
な

ど
の
化
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ
り
発
生

す
る
二
酸
化
炭
素
の
大
気
中
濃
度
が

高
ま
り
、
南
極
の
氷
山
の
崩
壊
や
世

界
の
平
均
気
温
が
高
く
な
っ
て
き
て

い
る
な
ど
地
球
温
暖
化
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
つ
い
て
は

国
際
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、

わ
が
国
で
は
京
都
議
定
書
の
約
束
に

よ
り
、
温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
の
六
�

削
減
を
目
標
と
し
、
そ
の
う
ち
三
・

九
�
を
森
林
の
吸
収
量
に
よ
り
確
保

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
約
二
五
〇
〇
万

�
の
森
林
を
整
備
し
て
成
長
力
を
確

保
し
、
樹
木
成
長
に
必
要
な
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
を
図
る
計
画
で
す
。
森

林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
の
仕
組
み

は
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
樹
木

の
葉
が
光
合
成
に
よ
っ
て
樹
体
に
取

り
込
み
有
機
物
に
変
換
し
ま
す
。
そ

れ
が
樹
木
の
成
長
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

林
野
庁
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
推
進
の
た
め
、
厳
し
い
財
政
事
情

の
下
、
森
林
整
備
の
推
進
に
向
け
た

財
源
の
確
保
な
ど
政
策
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

森
林
の

地
球
温
暖
化
防
止

�と　き…2月28日(水)～4月4日(日) 9：00～17：00
�ところ…亀田城佐藤八十八美術館、天鷺村、資料館
�内　容…享保雛、大正雛、現代雛、八橋人形のお雛様、押絵雛

などを展示します。
�入館料…一般510円、小中学生300円(亀田城佐藤八十八美術館)

亀田城佐藤八十八美術館　�７４－２５００

お と なり 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

岩城町から

ひなまつり

�と　き…3月20日(土） 9：30～15：00（受付8：00～9：00）
�ところ…鳥海高原矢島スキー場
�内　容…スノーパーク内の全アイテムを使った、スノーボード

によるフリージャムセッション。コース内を自由に滑
走し、優秀選手を表彰します。

�参加費…前日受付2,000円、当日受付3,000円
矢島町企画商工観光課　�５５－４９５２

矢島町から

パークスタイルセッション

�と　き…3月6日(土)、7日(日) 
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇「ベンハムのふしぎな円盤」①10:00～11:00

②14:00～15:00 ◇「おもちゃライブラリ」10:00～12:00
�参加費…無料

フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

仁賀保町から

フェライト子ども科学館リニューアルオープンイベント

�と　き…3月14日(日）選手受付9：30
�ところ…鳥海オコジョランドスキー場
�内　容…小学３年生以下のアルペンＧＳ大会、一戦のみの参加

も可。
�参加費…1,000円

鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

鳥海町から

スーパーキッズスキー大会第3戦

�と　き…3月21日(日） 11：00～18：00
�ところ…鳥海オコジョランドスキー場
�内　容…雪上車＆スノーモービル体験乗車、ミニかまくら＆ミニ

雪像制作コンテスト、雪上ゲーム、お楽しみ抽選会ほか
鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

オコジョの森の雪まつり

�と　き…3月21日(日)
�ところ…鳥海高原矢島スキー場

矢島町企画商工観光課　�５５－４９５２

スノーフェスティバル

�と　き…3月14日(日)
�ところ…長坂稲荷神社
�内　容…◇「梵天コンクール」8：30

◇「奉納合戦」8：45～11：30
大内町産業課　�６５－２２１６

大内町から

長坂稲荷神社梵天奉納祭

�と　き…3月28日(日) 11：00
�ところ…農村環境改善センター
�内　容…町出身および在住の民謡愛好者らによる民謡の宴。
�入場料…前売券・当日券1,000円

大内町社会教育課　�６５－２２１０

第6回大内町民謡の里づくり競演会

山火事は貴重な森林を一瞬のうちに焼失させる災害
です。春を迎え、行楽シーズンが到来するとキャンプ
などで山に入る機会が増え
ますが、たき火やたばこな
どの火の取扱いには十分に
気をつけ、山火事が起こら
ないように注意しましょう。
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▲満足げに皆勤賞を受け取る高沢セルさん

こ
と
ぶ
き
で
元
気
に
一
年
す
ご
す

こ
と
ぶ
き
大
学
閉
講
式

二
月
二
十
四
日
、
平
成
十
五
年

度
こ
と
ぶ
き
大
学
閉
講
式
が
有
鄰

館
で
開
催
さ
れ
、
百
十
一
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

式
で
は
新
田
清
学
長
か
ら
、
二

十
六
人
に
皆
勤
賞
、
四
十
八
人
に

精
勤
賞
を
授
与
、
そ
れ
ぞ
れ
高
沢

セ
ル
さ
ん
（
黒
渕
福
寿
会
）、
遠

藤
熊
太
郎
さ
ん
（
法
内
生
寿
会
）

が
代
表
と
し
て
賞
状
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
皆
、
一
年
間
元
気
に
学

び
終
え
、
満
足
げ
な
表
情
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

な
お
一
年
を
通
じ
た
累
計
参
加

者
数
は
千
四
十
七
人
で
し
た
。

2月�

ますます日常生活に浸透しつつあるパソコン。おっく
うがったり、先入観を持っていませんか。「習うより慣れ
よ」。何事も恐れていては始まりません。軽い気持ちでま
ずは公民館でパソコンにふれてみませんか。

公民館でパソコンに
ふれよう

▲講習会参加者は皆真剣に取り組んだ

●
冬
の
夜
に
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

夜
が
長
い
冬
期
を
利
用
し
パ
ソ
コ
ン
技
術
習
得
を
、
と
平
成
十

五
年
度
Ｉ
Ｔ
講
習
会
（
中
級
表
計
算
）
が
公
民
館
学
習
室
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
一
期
（
二
月
五
、
六
、
九
、
十
日
）、
二
期
（
二

月
十
九
、
二
十
、
二
十
三
、
二
十
四
日
）
と
も
そ
れ
ぞ
れ
十
数
組

の
申
込
み
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
に
対
す
る
根
強
い
関
心
の
高
さ
を

物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
受
講
生
の
半
数
近
く
が
以
前
町
で
行
な
わ
れ
た
Ｉ
Ｔ
講
習

会
（
初
級
お
よ
び
表
計
算
）
に
参
加
済
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

講
師
か
ら
の
講
習
を
受
け
つ
つ
、
時
に
は
経
験
者
と
し
て
初
心
者

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会
（
初
級
）
は
来
年
度
も
引
き
続
き
行
な
う

予
定
で
す
。

●
公
民
館
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

公
民
館
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
可
能
な
パ
ソ
コ
ン
が
三
台

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
方
は
ぜ
ひ
と
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
活
用
方
法
の
ひ
と
つ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
地
域
に
よ
る
情
報
の
格
差
を
解
消
し
て
く
れ
ま
す
。
情
報

量
、
即
時
性
と
い
う
面
で
は
、
敵
う
メ
デ
ィ
ア
は
な
い
で
し
ょ
う
。

半
面
、
情
報
の
取
捨
選
択
が
重
要
に
な
る
の
も
ま
た
確
か
で
す
。

何
が
自
分
に
と
っ
て
必
要
か
を
見
据
え

た
上
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
む
き
あ
っ
て
、

自
分
自
身
の
可
能
性
を
少
し
だ
け
広
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。
文
章
作
り
も
よ
し
、

調
べ
学
習
も
よ
し
、
表
計
算
講
習
後
、

復
習
す
る
も
ま
た
よ
し
…
。
た
だ
し
、

公
共
に
設
置
し
た
パ
ソ
コ
ン
で
す
。
あ

な
た
が
必
要
と
す
る
学
習
情
報
を
明
確

に
し
た
う
え
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
申
込
み
は
公
民
館
窓
口
ま
で
ど

う
ぞ
。
パ
ソ
コ
ン
の
問
い
合
せ
は
（
�

六
九
―
二
三
一
一
）
ま
で
お
気
軽
に
。

▲公民館パソコンで新しい自分の発見を

▲寒さを吹き飛ばそうとペタ
ンクに熱中する参加者たち

冬
の
運
動
不
足
解
消
を

第
十
回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

二
月
八
日
、
げ
ん
き
館
で
町
民

ペ
タ
ン
ク
・
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
、
悪
天
候
の
中
、
各
自

治
会
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

な
ど
四
十
五
チ
ー
ム
百
四
十
人
が

楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
冬
期
間
の
運
動

不
足
解
消
と
仲
間
同
士
の
交
流
を

図
り
な
が
ら
、
競
技
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

●
ペ
タ
ン
ク
大
会
決
勝
結
果

優
　
勝
　
蔵
新
田
Ｃ

準
優
勝
　
袖
山
Ａ

三
　
位
　
蔵
新
田
Ｂ

ＩＴ活
用

▲優勝した蔵新田Ｃチーム
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27回�

家
庭
内
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、

兄
弟
間
の
葛
藤
小
説
。
装
丁
も
冷
た

い
が
、
内
容
は
も
っ
と
、
ず
っ
と
冷

た
い
。
こ
の
、
史
上
最
年
少
の
文
藝

賞
受
賞
作
の
著
者
は
、
現
役
の
高
校

三
年
生
だ
と
い
う
。
家
族
の
禁
忌
に

踏
み
込
ん
だ
問
題
作
が
、
ま
た
一
つ

「
黒
冷
水
」

羽
田
圭
介
著
・
文
藝
春
秋
刊

太
字
は
特
に
オ
ス
ス
メ
で
す

▼
口
の
き
き
方
／
梶
原
し
げ
る

▼
愛
す
る
源
氏
物
語
／
俵
万
智

▼
光
原
／
桐
野
夏
生

▼
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
／
桐
野
夏
生

▼
動
機
／
横
山
秀
夫

▼
真
相
／
横
山
秀
夫

▼
闇
の
音
／
明
野
照
葉

▼
テ
ン
カ
ウ
ン
ト
／
黒
井
克
行

▼
星
空
マ
ウ
ス
／
中
園
直
樹

▼
く
る
ー
り
く
る
く
る
／
松
山
巖

▼
永
遠
／
村
山
由
佳

▼
女
優
／
春
口
裕
子

▼
私
の
か
か
げ
る
小
さ
な
旗
／
沢
地

久
枝

▼
枯
葉
色
グ
ッ
ト
バ
イ
／
樋
口
有
介

▼
失
は
れ
る
物
語
／
乙
一

▼
添
乗
員
奮
戦
記
／
岡
崎
大
五

▼
わ
た
し
革
命
／
有
森
裕
子

▼
ま
ん
ざ
ら
／
中
野
翠

▼
こ
ん
な
生
活
／
太
田
垣
晴
子

▼
お
屋
敷
拝
見
／
内
田
青
蔵

▼
日
本
の
し
あ
わ
せ
／
廣
瀬
裕
子

▼
旅
の
そ
な
た
！
／
森
優
子

▼
阿
修
羅
ガ
ー
ル
／
舞
城
王
太
郎

▼
池
辺
の
棲
家
／
加
藤
幸
子

▼
指
を
切
る
女
／
池
永
陽

▼
未
熟
の
獣
／
黒
崎
緑

3月�3月�

読
み
聞
か
せ
で
子
育
て
を

①
想
像
力
が
育
ち
ま
す

優
れ
た
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
る

と
、
子
ど
も
は
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
前

に
、
次
に
出
て
く
る
絵
や
物
語
に
つ

い
て
思
い
を
巡
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
う
し
て
自
分
で
考
え
る
力
、

想
像
の
力
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

②
色
々
な
言
葉
に
出
会
い
ま
す

子
ど
も
達
の
言
葉
の
先
生
は
、
お

母
さ
ん
を
中
心
と
す
る
身
近
な
大
人

た
ち
。
そ
の
大
人
た
ち
の
話
し
か
け

る
「
話
し
言
葉
」
に
加
え
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
に
よ
る
「
書
き
言
葉
」

を
聞
く
こ
と
で
、
子
ど
も
達
の
言
葉

は
、
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
す
。

③
愛
情
を
与
え
ま
す

子
ど
も
の
成
長
に
は
、
食
べ
物
、

愛
情
、
言
葉
の
三
つ
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
お
母
さ
ん
や
身
近
な
人
に
絵
本

を
読
ん
で
も
ら
っ
た
子
ど
も
は
、
心

が
落
ち
着
き
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
を

感
じ
る
で
し
ょ
う
。

※
町
に
は
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
い
ま
す
。
関
心
が
あ
る
方
は
お

気
軽
に
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

その5

▼
な
せ
ば
成
る
／
中
田
宏

▼
城
の
見
方
／
佐
藤
俊
一

▼
日
本
語
を
反
省
し
て
み
ま
せ
ん
か

／
金
田
一
春
彦

▼
以
上
、
現
場
か
ら
で
し
た
／
安
藤

優
子

▼
シ
ー
ビ
ス
ケ
ッ
ト
／
ロ
ー
ラ
・
ヒ

レ
ン
ブ
ラ
イ
ト

▼
独
裁
者
の
妻
た
ち
／
ア
ン
テ
ィ
エ

・
ブ
ィ
ン
ト
ガ
ッ
セ

▼
わ
か
も
と
の
知
恵
／
筒
井
康
隆

▼
空
の
う
た
／
お
ー
な
り
由
子

※
本
は
丁
寧
に
扱
い
ま
し
ょ
う
。
無

理
に
折
り
曲
げ
た
り
、
食
事
し
な
が

ら
読
む
の
は
問
題
外
。
読
む
時
は
ブ

ッ
ク
カ
バ
ー
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

世
の
中
に
生
ま
れ
た
。

普
通
ス
ト
ー
カ
ー
と
は
、
面
識

も
な
い
人
間
に
対
し
て
し
つ
こ
く
つ

き
ま
と
う
も
の
を
指
す
が
、
本
書
に

登
場
す
る
ス
ト
ー
カ
ー
（
弟
）
は
、

同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
す
兄
を
標
的

に
し
て
い
る
。
兄
の
留
守
中
に
部
屋

に
忍
び
込
み
、
机
を
あ
さ
り
、
兄
の

秘
密
を
覗
き
、
悦
に
浸
っ
て
ほ
く
そ

笑
む
。
し
か
し
、
兄
は
こ
の
弟
の
行

為
に
全
て
気
が
付
い
て
い
る
。
両
親

の
前
で
事
実
を
公
表
す
る
も
、
家
族

と
い
う
殻
に
覆
わ
れ
た
世
界
で
は
、

誰
も
弟
の
異
常
性
を
客
観
的
に
判
断

し
な
い
。
そ
こ
で
兄
は
部
屋
の
中
に

様
々
な
罠
を
仕
掛
け
、
弟
に
報
復
を

始
め
る
の
だ
が
・
・
・
。

こ
の
手
口
が
、
実
に
陰
湿
で
怖

い
。
痛
み
と
恐
怖
、
弟
の
呻
吟
し
ん
ぎ
ん

が
、

読
み
手
に
直じ
か

に
伝
わ
っ
て
く
る
感
が

す
る
。（
私
は
一
回
痛
さ
を
錯
覚
し

て
、
思
わ
ず
本
を
取
り
落
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。）
そ
し
て
何
よ
り
も

怖
ろ
し
い
の
は
、
兄
弟
お
互
い
が
お

互
い
に
、「
何
故
あ
い
つ
が
憎
い
か
、

ど
こ
が
ど
う
憎
い
の
か
」
と
い
う
内

面
の
問
題
を
、
徹
底
的
に
突
き
詰
め

て
い
る
点
だ
。

狭
い
世
界
と
侮
あ
な
ど
る
な
か
れ
。
こ

れ
は
も
う
、
た
か
が
兄
弟
喧
嘩
な
ど

と
い
う
水
準
で
は
な
い
。
近
親
憎
悪

も
、
こ
こ
ま
で
書
き
込
め
ば
立
派
な

ミ
ス
テ
リ
ー
に
な
り
得
る
と
い
う
こ

と
を
、
十
七
才
の
著
者
は
見
事
に
表

し
た
。
に
し
て
も
、『
黒
冷
水
』
と

い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
う
ま
い
な
あ
。

作
者
の
今
後
が
非
常
に
楽
し
み
で

す
。（
ひ
）

あ
な
た
に
と
っ
て
懐
か
し
い
歌
、

思
い
出
の
歌
を
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う

○日　時　3月20日（土）午後5時40分開場
午後6時開演　午後8時終演（予定）

○会　場　有鄰館集会室
○参加費　1000円（参加費＋お茶代）
○申込み　3月12日（金）まで教育文化課内

うたごえの会事務局へ
（�0184-69-2310）
住所・氏名・電話をお忘れなく

※なお、当日3時半～4時半まで同会場において、「ニュ
ーミュージックステーション」が行なわれます。ロッ
クデュオ（小野＆鈴木）による演奏（オリジナル＋カ
バー曲）をお楽しみに。（入場無料）
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

愛
用
の
帽
子
ぽ
つ
ん
と
冬
座
敷
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

吹
雪
く
朝
軒
の
蜘
蛛
糸
太
り
け
る
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

一
族
の
長
老
が
上
座
春
祈
祷
　
　
　
　
　
　
上
　
通
　
小
　
松
　
メ
　
サ

伝
承
の
枡
で
零
す
つ
豆
を
撒
く
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

お
社
に
絵
馬
を
増
や
し
て
日
脚
伸
ぶ
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

声
潜
め
棒
で
地
に
描
く
狩
の
指
示
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

立
春
や
旧
家
の
材
に
夢
再
現
　
　
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

春
立
つ
や
倒
れ
木
藪
に
一
休
み
　
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

杉
箸
を
い
さ
ぎ
よ
く
割
り
寒
明
く
る
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

な
ま
は
げ
と
出
前
か
ま
く
ら
南
国
へ
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

俎
の
音
冴
返
る
朝
厨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

雪
あ
か
り
勤
め
帰
り
の
門
前
に
　
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

頬
か
む
り
ほ
ど
き
つ
無
沙
汰
詫
び
に
け
り
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

漬
わ
ら
び
刻
み
つ
冬
を
折
返
す
　
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

寒
の
村
川
一
条
に
静
も
れ
り
　
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

身
を
任
せ
走
り
寄
る
児
や
冬
ぬ
く
し
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

肩
先
が
冷
え
て
目
覚
む
る
寒
の
宵
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

着
ぶ
く
れ
て
朝
戸
を
繰
る
も
生
き
甲
斐
に
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

餅
売う

り
娘
っ
こ

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
お

花
と
い
う
餅
売
り
娘
っ
こ
が
い
ま
し

た
。
お
花
は
餅
の
入
っ
た
箱
を
首
か
ら

提さ

げ
て
、
お
寺
の
前
で
お
参
り
に
く
る

村
人
に
餅
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。

寒
い
雪
の
降
る
日
な
ど
は
、
そ
ん
な

に
餅
は
売
れ
ず
、
た
く
さ
ん
残
っ
て
し

ま
う
の
で
し
た
。
売
れ
残
っ
た
日
は
、

家
に
帰
る
足
も
重
く
な
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
お
花
の
母
親
が
亡
く
な
っ
た
後
に

来
た
後
添ぞ

え
の
新
し
い
母
親
の
折
か
ん

が
ひ
ど
か
っ
た
か
ら
で
す
。「
ま
た
売

れ
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
…
な
ま
け
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
！
」
と
い
ろ
り
の
火ひ

箸
で
た
た
い
た
り
、
夕
飯
を
食
べ
さ
せ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。

今
日
も
ま
た
雪
降
り
模
様
の
寒
い
日

で
す
。
お
花
は
、
相
変
わ
ら
ず
お
寺
の

前
で
餅
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
雪
降
り

の
た
め
か
お
参
り
に
く
る
人
も
少
な

く
、
餅
は
一
つ
も
売
れ
ま
せ
ん
。
娘
っ

こ
の
お
花
は
、
し
ょ
ん
ぼ
り
と
箱
の
中

の
お
い
し
い
餅
を
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
頃
、
夕
飯
抜
き
の
毎
日
が
続

い
て
い
る
お
花
の
お
な
か
は
ぐ
う
ぐ
う

．
．
．
．

鳴
り
ま
す
。と
う
と
う
我
慢
が
で
き
ず
、

お
地
蔵
さ
ま
の
側
に
し
ゃ
が
ん
で
餅
を

握
っ
て
ぱ
く
ぱ
く
と
食
べ
始
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
の
後
が
ど
う
な
る
の
か
も
わ
か
ら

ず
、
や
わ
ら
か
で
甘
く
お
い
し
い
餅
を

夢
中
で
食
べ
て
い
る
と
、「
誰
が
食
べ

ろ
と
言
っ
た
ぁ
！
こ
の
盗
人
め
が
っ
」

大
き
な
怒ど

鳴な

る
声
が
し
ま
す
。
餅
が
売

れ
な
い
こ
と
を
不
思
議
に
思
っ
た
後
添

え
の
母
親
が
、
様
子
を
見
に
来
た
の
で

し
た
。「
お
花
や
、
い
つ
も
こ
う
し
て

餅
を
盗
み
食
い
し
て
い
た
ん
だ
な

っ
！
」こ
わ
い
顔
で
に
ら
み
つ
け
ま
す
。

「
母
さ
ん
、
初
め
て
で
す
。
あ
ん
ま
り

お
な
か
が
す
い
た
の
で
、
つ
い
…
。
お

地
蔵
さ
ま
に
誓
っ
て
言
い
ま
す
。
母
さ

ん
、私
が
悪
か
っ
た
許
し
て
く
だ
さ
い
」

お
花
は
泣

き
な
が
ら

謝
る
の
で

し
た
。
母

親
は
「
な

に
な
に
、

お
地
蔵
さ

ま
に
誓
っ

て
だ
と
…

そ
れ
な
ら

お
地
蔵
さ

ま
が
餅
を

食
べ
た
ら

許
し
て
や

ろ
う
」
と

お
地
蔵
さ

ま
の
手
も

と
に
餅
を
一
つ
の
せ
ま
し
た
。
石
の
お

地
蔵
さ
ま
が
餅
を
食
べ
る
は
ず
は
あ
り

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
せ
せ
ら
笑
う
後

添
え
の
母
親
の
目
の
前
で
、
お
地
蔵
さ

ま
が
ぬ
っ
と
手
を
の
ば
し
、
餅
を
と
っ

て
口
も
と
に
持
っ
て
い
き
、
ぱ
く
り
と

食
べ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

「
う
わ
っ
…
」
驚
い
た
母
親
は
、
両

手
を
頭
で
合
わ
せ
、
ぶ
る
ぶ
る
と
震
え

な
が
ら
「
お
地
蔵
さ
ま
お
許
し
く
だ
さ

い
。
悪
い
母
親
で
し
た
…
」
そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
、
人
も
う
ら
や
む
ほ
ど
仲

の
良
い
母
娘
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

八
一
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むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

〜
２
歳
児
健
診
か
ら
〜

鍬崎篤
あつ

哉
や

くん
新町（正人さん）

遠藤　采海
あやか

ちゃん
小倉（和也さん）

小松　和
かず

生
き

くん
新町（晃さん）

遠藤　瑛
えい

美
み

ちゃん
宿（育英さん）

小松　ライくん
田代（茂明さん）

佐々木音
ね

色
いろ

ちゃん
新町（雅史さん）

遠藤　義
よし

佳
か

くん
蔵新田（克幸さん）

齋藤　翔太
しょうた

くん
寺田（義勝さん）

菊地　　舜
しゅん

くん
大吹川（晃さん）

遠藤　礼
れ

菜
な

ちゃん
祝沢（貴浩さん）

阿部　颯
そう

汰
た

くん
新町（樹悦さん）

大庭　唯
ゆい

都
と

くん
新町（真悟さん）

浅田　美
み

咲
さき

ちゃん
船木（和幸さん）太田　流

る

風
か

ちゃん
蔵（久隆さん）

横山愛
あ

麻
ま

音
ね

ちゃん
石高（和也さん）

小野　結
ゆ

那
な

ちゃん
新田（美幸さん）

畠山　優
ゆう

子
こ

ちゃん
地下ノ沢（弘喜さん）

遠藤　千
せん

里
り

くん
新町（吉喜さん）

畠山　玲
れい

奈
な

ちゃん
寺田（伸さん）

小松　誠生
まこと

くん
畑村（淳子さん）

小野美
み

伽
か

子
こ

ちゃん
須郷田（晃一さん）

佐々木葵
き

恵
え

ちゃん
大琴（豊さん）

鈴木　南美
みなみ

ちゃん
畑村（紀貴さん）

畠山　健
けん

人
と

くん
大吹川（明弘さん）

池部梨
り

里
り

香
か

ちゃん
袖山（徹さん）

畠山　　樹
いつき

くん
地下ノ沢（修さん）

小野龍
りゅう

太
た

郎
ろう

くん
下吹（武志さん）

高橋　海仁
かいと

くん
山崎（良浩さん）

〜
３
歳
児
健
診
か
ら
〜

2月20日（敬称略）
畑山千江子（舘合新田）、大日向睦子（宮ノ前）、小
松久仁恵（家ノ下）、佐々木紀子（新町）、伊東ユミ
子（舘西）、嶽石愛子（八日町）、八嶋俊子（黒渕）、
阿部志保子（十二ノ前）、遠藤正悦（小倉）、阿部早
苗（十二ノ前）、武内功（本荘市）、阿部梓（本荘市）、
高橋奈津実（舘合新田）、小松貢治（舘合新田）、小
松達也（船木）、猪股寿和（本荘市）、鈴木政雄（袖
山）、畠山正幸（下通）、高橋和幸（羽後町）、佐々
木晃子（大琴）、高橋孝紀（新町）、小松寛子（山崎）、
鈴木政也（袖山）、遠藤建一（新処）、小松正二（下
小路）、小松和美（山崎）、高沢稔（黒渕）、阿部弘
章（蔵）、佐々木亮介（新町）、小野信子（上里）
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シ
ダ
の
仲
間
で
、
北
半
球
の
各
地
で
自
生
す
る
多
年
草
で
す
。

日
本
で
は
本
州
中
部
地
方
以
北
の
湿
地
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
茎

は
枝
を
分
け
る
こ
と
な
く
直
立
し
、
１
�
以
上
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
茎
の
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
黒
褐
色
の
節
が
あ

り
、
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
感
触

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が

小
さ
い
こ
ろ
は
、
歯
磨
き

と
い
っ
て
こ
の
草
の
茎
を

折
っ
て
歯
を
こ
す
っ
た
り

し
た
も
の
で
し
た
。
こ
の

草
は
「
木
賊

も
く
ぞ
く

」
と
い
う
生

薬
名
で
薬
草
に
も
な
り
、

地
上
部
を
日
干
し
に
し
て

煎
じ
た
も
の
は
、
腸
出
血

や
痔
出
血
、
風
邪
の
解
熱

な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

4日�　高齢者ふれあい交流会
（大蔵館）

5 日�　 〃　　　　　
（克雪管理センター）

6 日�　スポーツ賞・芸術文化賞
表彰式

7 日�　早春やしお元気まつり
9 日�　高齢者ふれあい交流会

（袖山館）
10日�　議会定例会（～23日）

機能訓練教室
11日�　乳児健診

食生活改善講習会
13日�　東由利中卒業式
14日�　雪山八塩登山
15日�　高瀬小卒業式
16日�　健康大学
17日�　八塩小卒業式
18日�　第15回本荘由利一市七町

合併協議会
予防接種（個別・麻疹）

20日�　春分の日
第２回うたごえ喫茶

21日� 町民バスケットボール大会
（町民体育館）

23日�　予防接種（個別・三混）
24日�　機能訓練教室
25日�　永慶保育園卒園式
27日�　みどり保育園卒園式

東
由
利�

ト
ク
サ

（
ト
ク
サ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.229

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳

志
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

木
島
久
志
さ
ん
（
蔵
新
田
）、
小
松
幸

男
さ
ん
（
山
崎
）
、
菊
地
幸
悦
さ
ん

（
舘
西
）、
千
葉
和
重
さ
ん
（
中
ノ
沢
）、

鈴
木
フ
サ
エ
さ
ん
（
大
琴
）、
工
藤
隆

さ
ん
（
山
崎
）、
安
倍
秋
雄
さ
ん
（
八

日
町
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

冬は完全にインドア派の私ですが、今

年は広報を担当できたおかげで、雪上野

球やスノーモービルなど外で楽しむ冬を

知りました。やっぱり外で体を動かすの

は健康的で良いですよね。去年はかなり

運動不足だったので、今年は春から冬ま

で外で元気に体を動かしたいです。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
１
月
21
日
〜
２
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

１／23
佐
藤
喜
一
郎
さ
ん
（
56
）
悦
　
子
･

夫
　
・
下
小
屋

１／26
千
葉
　
愛
子
さ
ん
（
78
）
弘
　
章
･
祖
　
母
・
中
ノ
沢

２／５
小
野
ナ
ミ
ヨ
さ
ん
（
85
）
武
　
雄
･

母
　
・
高
　
屋

２／19
小
松
　
光
清
さ
ん
（
82
）
ユ
　
リ
･

夫
　
・
須
郷
田

（
１
月
21
日
〜
２
月
20
日
届
出
）

鈴木カチ子さん（秋田市在住）より町に、後

藤竹清氏の書『日本一短い「母」への手紙より』

が寄贈されました。役場庁舎２階の会議室に展

示しておりますので、どうぞご覧ください。

3月10日は「農山漁村女性の日」
農山漁村におけ
る女性の地位・
役割向上、社会
参画及び経営参
画など、男女参
画社会を実現す
るため、毎月３

月10日は「農山
漁村女性の日」
に定められてい
ます。


